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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はジンクフィンガー転写因子であり、N末端にPOZドメインを有する。このタンパク質は配列特異的な転写抑制因子として作用し、B細胞のSTAT依存性IL-4応答の転写を調節することが示されている。このタンパク質は、転写コリプレッサーとして機能する様々なPOZ含有タンパク質と相互作用することができる。この遺伝子は、びまん性大細胞リンパ腫（DLCL）において頻繁に転座および高頻度変異を起こしていることが分かっており、DLCLの病態に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるタンパク質アイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2015年8月]疾患：BCL6に関連する染色体異常は、ある種のB細胞白血病の原因となる可能性がある。 POU2AF1/OBF1との転座t(3;11)(q27;q23)。,疾患：BCL6に関連する染色体異常は、リンパ腫の原因となる可能性がある。ARHH/TTFとの転座t(3;4)(q27;p11)。,疾患：BCL6に関連する染色体異常は、B細胞性非ホジキンリンパ腫の原因となる可能性がある。転座t(3;14)(q27;q32)；免疫グロブリン遺伝子領域との転座t(3;22)(q27;q11)。,機能：胚中心形成および抗体親和性成熟に必要な転写抑制因子。リンパ腫形成において重要な役割を果たしていると考えられる。,誘導：樹状細胞の成熟過程において、LPS、CD40L、ザイモサンなどの選択的刺激によってダウンレギュレーションされる。,PTM：抗原受容体活性化に応答してMAPK1によってリン酸化される。リン酸化はユビキチン／プロテアソーム経路による分解を誘導する。,類似性：1つのBTB（POZ）ドメインを含む。,類似性：6つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット：ZBTB7およびBCL6Bと相互作用する（類似性による）。HDAC9の触媒ドメインと相互作用する。,組織特異性：胚中心T細胞およびB細胞、ならびに初代培養未熟樹状細胞で発現する。,
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	Bcl-6抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したBcl-6ポリクローナル抗体を使用した293細胞のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000 に希釈した Bcl-6 ポリクローナル抗体を使用したマウス心臓 NIH-3T3 細胞のウエスタン ブロット解析。

